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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

分担報告書（令和２年度） 

 

食品中放射性物質濃度データの解析 

 

研究分担者 中村公亮 国立医薬品食品衛生研究所 食品部第五室長 

 

研究要旨 

近年、日本産の食品の輸出拡大が期待されている。しかしながら、2011 年に発生した

原発事故による放射性物質の汚染に関する懸念から、日本産食品に対する輸出先国の規

制が始まり、未だ完全な規制の撤廃には至っていない。撤廃に結び付けるためには、全

国から収集される検査データを解析し、その傾向を読み解き科学的エビデンスを提示し

て、日本産の食品の安全性についての情報を発信し続けることが重要である。また、原

子力災害対策本部が決定したガイドライン（令和 2 年 3月 23日、「検査計画、出荷制限

等の品目・区域の設定・解除の考え方」）に従って、地方自治体において検査計画に基

づいたモニタリング検査が行われているところであるが、モニタリング検査結果の推移

や新たな科学的知見の集積、出荷制限等の解除事例の状況等も見極めつつ、検査等を合

理的かつ効率的に実施するためにガイドラインの随時見直しが必要である。そこで、本

研究では、厚生労働省ホームページで公開されている食品中の放射性セシウム（134,137Cs）

濃度の検査データを詳細に解析し、特に水産物について考察したので報告する。一般食

品（2012年 4月から 2020 年 8月までの計 2,414,729 件）の 134,137Cs の測定結果は、厚労

省ホームページから入手した。データの修正・解析には Python を、解析には R を用い

た。その結果、一般食品で基準値（100 Bq/kg）を超えた流通品は 93件、非流通品は 5,308

件、その内、水産物に関しては 1,519 件（流通品は 2 件[全体の 0.13%]）であった。海産

魚介類については、底層に分類された海産物は、2015 年までに 981 件の基準値超過が

報告され、全国で年間平均 8,905 件検査されているものの 2015 年に非流通品の天然魚

4 件を最後に報告されていなかった。一方、淡水魚については、年間約 1,900 件程度検

査され、基準値の超過は継続的に報告されていたが、養殖魚は 2012 年の福島県産ドジ

ョウ 1 件を最後に報告されていなかった。淡水魚における基準値を超過する検出率は、

養殖魚で低く天然魚で高い傾向にあった。以上、淡水域においては周辺環境に生息する

生物を食することによる食物連鎖を通じた移行、海水域に関しては、底層に沈積した放

射性物質の影響は低くなっている等の海外誌に近年掲載された学術論文の報告の内容

と矛盾しない結果を示唆しており、近年の日本産の海産物、特に海水ならびに淡水の養

殖魚の安全性は極めて高いことが推察された。 
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協力研究者： 

千葉慎司（国立医薬品食品衛生研究所） 

 

A. 研究目的 

平成 23年の東京電力福島第一原子力発

電所事故によって生じた食品中放射性物

質の検査は、原子力災害対策本部が決定

したガイドライン（令和 2 年 3 月 23 日、

「検査計画、出荷制限等の品目・区域の設

定・解除の考え方」）に従って、地方自治

体において検査計画に基づいたモニタリ

ング検査が行われている（１）。当該ガイド

ラインは、モニタリング検査結果の推移

や新たな科学的知見の集積、出荷制限等

の解除事例の状況等も見極めつつ、検査

等を合理的かつ効率的に実施するために

随時見直しが行われていることから、今

後のガイドライン改定に向けて、現況の

解析は引き続き必要である。また、日本産

食品の輸出拡大が期待される中で、放射

性物質の汚染に関する懸念から、日本産

食品に対する輸出先国の規制がなされ、

未だ完全な撤廃には至っていないことか

ら、国内外に向けての現状の情報発信が

重要である。本研究では、厚生労働省ホー

ムページで公開されている食品中の放射

性セシウム（134,137Cs）濃度の測定データを

解析し、全国の検査機関から報告される

食品中の放射性セシウム検査データ 9 年

5 か月分を毎年ごとに集積し、データを解

析することで、放射性セシウム濃度の経

時的変化、食品群間の変動、加工品中の放

射性物質濃度等についての情報を得る。

その中で、地方自治体において行われて

いるモニタリング検査をより効果的・効

率的に実施するための検査計画の検討を

行うこと、栽培/飼養管理が困難な品目と

可能な品目における放射性セシウムの検

出率、基準値超過率についての情報も収

集し、ガイドライン改定による検査結果

への影響を調べることを目的とする。 

 

B. 研究方法 

I.データ解析の方法  

1データソース取得処理 

1.1 データソース取得方法 

全国の自治体等から厚生労働省に報告

された食品中の Cs 濃度検査結果は、厚生

労働省 Web サイト “Levels of Radioactive 

Materials in Foods Tested in Respective 

Prefectures”

（https://www.mhlw.go.jp/english/topics/201

1eq/index_food_radioactive.html）（2020 年

11月 24日参照）に掲載されている月別検

査結果を参照し、2012年 4月から 2020 年

12 月までに公表された Cs 濃度の集計表

Excel ファイルから取得した。データは、

上記 Web ページより各月ごとに Excel フ

ァイルのダウンロードURLのリンクから

取得したが、今回はプログラミング言語

「Python3」に加えて Web解析用ライブラ

リ「Beautiful Soup4」や HTTP通信・URL

操作用ライブラリ「urllib3」を使用した

Webサイトの構造解析およびURLリンク

要素を抽出（以下 Web スクレイピングと

呼ぶ）することによって全データファイ

ルのダウンロードを実行した。データソ

ースとなる各月ごとに月報データが入力

された Excel ファイルを 2012 年 4 月公表

分から 2020 年 8 月公表分まで合計 97 件

のファイル（2018年 11月分、2019年 4月

分、2019 年 6 月分は公表なし）のダウン
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ロードを実行した。 

 

1.2 データソース取得用コンピューター

環境の整備 

データ解析用のローカルコンピュータ

ーのハードウェア構成は、「CPU: Intel(R) 

Core(TM) i5-6200U @ 2.30GHz（2コア 4ス

レッド キャッシュサイズ 3MB）」、「メイ

ンメモリ: 16.0GB」、「OS: Windows 10 Pro 

（64bit）」を使用した。プログラムの実行

環境は OSに Linux系 OSのなかでも汎用

性と扱いやすさを考慮し「Ubuntu20.04.1 

LTS（Focal Fossa）」を採用し、プログラミ

ング言語には高い汎用性と柔軟性に加え

て扱いやすい機能が豊富なインタープリ

タ型のスクリプト言語「Python3（バージ

ョン 3.7.6 Ubuntu 版）」を採用した。プロ

グラムの実行は、Python 環境仮想化管理

ツール「pyenv（バージョン  1.2.20-5-

g1ec3c6f1）」を導入した上で、科学計算向

け Python 用オープンソースディストリビ

ューション「Anaconda3（バージョン 

2020.02）」で環境を構築し、Python プログ

ラムを実行した。Python 動作環境は Web

動作式対話型科学計算向け統合開発環境

「Jupyter Notebook（バージョン  jupyter 

1.0.0, jupyter-client 5.3.4, jupyter-core 4.6.1）」

およびその後継拡張環境「 JupyterLab-

Server （バージョン  jupyterlab 1.2.6, 

jupyterlab-server 1.0.6）」を構築した。プロ

グラムの実行はローカルコンピューター

の Web ブラウザ「Mozilla Firefox」から

「Jupyter Lab」を稼働し、「Jupyter Notebook」

形式で実行した。追加 Python ライブラリ

には Web スクレイピング用ライブラリ

「Beautiful Soup4（バージョン 4.8.2）」、

HTTP 通信・URL 操作用ライブラリ

「urllib3（バージョン 1.25.8）」を使用し

た。 

 

1.3 データソース取得プログラム 

データソース取得処理は、先ず準備と

して BeautifulSoup4, urllib3 の各種ライブ

ラリを Python 上でインポートし、続けて

変数の初期化を行った。準備終了後、厚生

労働省のWebサイトから urllib3ライブラ

リを使用して該当 URL へ HTTP 接続・

Web ページの HTML の内容を読み込み、

所定の変数へ格納した。HTML の内容を

格納した変数から BeautifulSoup4 ライブ

ラリを使用して Web スクレイピングを実

行し、抽出した Excel ファイルのダウンロ

ード URL を所定の変数へ格納した。この

ダウンロード URL を格納した変数から

urllib3 ライブラリを使用して Excel ファ

イルのダウンロード・所定のフォルダへ

の保存を行った。最後のファイルまでダ

ウンロードが完了した後、処理を終了し

た。 

 

2データ統合処理 

2.1 データ統合処理の方法 

データ統合処理フェーズでは、データ

ソース取得フェーズで取得したデータフ

ァイルを統合・連結した。データファイル

は、月毎の Excelファイルに分割されてい

るため、解析の前処理として Python 言語

および Pandas（二次元の配列を index(行)

と column(列)を割り振る）ことで、Python

で Excel データシートのように操作した。

このように作成した各月のファイルをデ

ータフレームとして読み込み、データを
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統合し、合理的にデータ管理が可能な構

造を構築した。 

 

2.2 データ統合用コンピューター環境の

整備 

データ統合ならびに解析に使用したサ

ーバーコンピューターは、「CPU: Intel(R) 

Xeon(R) CPU E5-2620 v3 @ 2.40GHz（6コ

ア 12 スレッド  キャッシュサイズ

15MB）」、「メインメモリ: 96GB」、「グラフ

ィ ッ ク ボ ー ド : NVIDIA Corporation 

GM107GL [Quadro K620]（rev a2）」、「スト

レ ー ジ : SSD 2,000GB 」、「 OS: 

Ubuntu20.04.1 LTS（Focal Fossa）」のハー

ドウェア構成を使用した。ローカルコン

ピューターのハードウェア構成はデータ

ソース取得フェーズのものを引き続き使

用した。プログラムの実行環境は OSには

汎 用 性 と 扱 い や す さ を 考 慮 し 、

「Ubuntu20.04.1 LTS（Focal Fossa）」を、

プログラミング言語には高い汎用性と柔

軟性に加えて扱いやすい機能が豊富なイ

ンタープリタ型のスクリプト言語

「Python3（バージョン 3.7.6 Ubuntu 版）」

を採用した。プログラムの実行は、Python

環境仮想化管理ツール「pyenv（バージョ

ン 1.2.20-5-g1ec3c6f1）」を導入した上で、

科学計算向け Python 用オープンソースデ

ィストリビューション「Anaconda3（バー

ジョン 2020.02）」で環境を構築し、Python

プログラムを実行した。Python 動作環境

は Web 動作式対話型科学計算向け統合開

発環境「Jupyter Notebook（バージョン 

jupyter 1.0.0, jupyter-client 5.3.4, jupyter-core 

4.6.1 ）」およびその後継拡張環境

「 JupyterLab-Server （ バ ー ジ ョ ン 

jupyterlab 1.2.6, jupyterlab-server 1.0.6）」を

構築した。プログラムの実行は、ローカル

コンピューターの Web ブラウザから

「Jupyter Lab」を稼働し、「Jupyter Notebook」

形式で実行した。追加 Python ライブラリ

には Excel データシートをデータフレー

ムとして読み込みデータをインデックス

（行）とカラム（列）による管理すること

や、データフレームを CSVファイルに出

力するために Python 用データフレーム処

理ライブラリ「Pandas（バージョン 1.1.3）」

を導入して行った。 

 

2.3 データ統合処理プログラム 

データ統合処理プログラムは、先ず準

備として Pandas の各種ライブラリをイン

ポートし、続けて変数を初期化してから

進めた。準備が済んだら各年初月の Excel

ファイルを「pandas.read_excel」メソッド

を使用して各年毎の変数にデータフレー

ムとして読み込んだ。次の月の Excelファ

イルは、「pandas.read_excel」メソッドを同

様に使用してデータフレームとして読み

込み、「pandas.append」メソッドを用いて

年毎の変数へデータフレームを継ぎ足し

た。読み込んだデータのレコード数（行数）

をカウントして各月の検体数として出力

し、途中ファイルのない月があった場合、

if 文による条件分岐処理を組み込むこと

でエラーを回避し、どの年月のファイル

がないのかメッセージを出力表示した。

以上の処理を最後の月まで for 文による

繰り返し処理を組み込み実行し、さらに

各年月の Excel ファイルの読み込みから

最後の月まで for 文によって 2012 年から

2020 年まで繰り返し処理を実行、完了後
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一連の処理を終了した。 

 

3 データ修正・前処理 

3.1データ修正・前処理の方法 

データ修正・前処理フェーズでは、デー

タ統合フェーズで各年毎に連結したデー

タの修正・前処理を行った。 

 

3.2データ修正・前処理用コンピューター

環境の整備 

ハードウェア環境は 2 データ統合処理

の際に使用した構成をそのまま採用した。

プログラムの実行環境は OS には汎用性

と扱いやすさを考慮し、「Ubuntu20.04.1 

LTS（Focal Fossa）」を、プログラミング言

語には高い汎用性と柔軟性に加えて扱い

やすい機能が豊富なインタープリタ型の

スクリプト言語「Python3（バージョン

3.7.6 Ubuntu版」」を採用した。プログラム

の実行は、Python 環境仮想化管理ツール

「pyenv（バージョン 1.2.20-5-g1ec3c6f1）」

を導入した上で、科学計算向け Python 用

オープンソースディストリビューション

「Anaconda3（バージョン 2020.02）」で環

境を構築し、Python プログラムを実行し

た。Python 動作環境はWeb 動作式対話型

科学計算向け統合開発環境「 Jupyter 

Notebook （バージョン  jupyter 1.0.0, 

jupyter-client 5.3.4, jupyter-core 4.6.1）」およ

びその後継拡張環境「JupyterLab-Server

（バージョン jupyterlab 1.2.6, jupyterlab-

server 1.0.6）」を構築した。プログラムの

実行はローカルコンピューターの Web ブ

ラウザ「Mozilla Firefox」から「Jupyter Lab」

を稼働し、「Jupyter Notebook」形式で実行

した。追加 Python ライブラリには Excel

データシートをデータフレームとして読

み込みデータをインデックス（行）とカラ

ム（列）による管理や、データフレームを

CSVファイルに出力するために Python向

けデータフレーム処理ライブラリ「Pandas

（バージョン 1.1.3）」を導入した。 

 

3.3 データ修正・前処理プログラム 

データ修正・前処理は、2データ統合処

理で生成したデータフレームを続けて使

用した。また以下のメソッドおよび属性

を使用した。空白行など不要要素の削除

する際に「drop」メソッドおよび「dropna」

メソッドを使用した。必要なカラムを抽

出する際に「loc」属性および「iloc」属性

を使用した。数値型カラム内の文字列の

削除や、誤表記などの文字列の置換する

際に「replace」メソッドを使用した。また

文字列を置換する際は「regex」引数を使

用することで正規表現による文字列のパ

ターンマッチングと完全一致および部分

一致を組み合わせて特定の文字列の修正

処理を行った。各検体を食品分類に分け

る際などに「where」や「merge」といった

メソッドを組み合わせて使用した。

「Sampling Date」や「Results Obtained Date」

といった文字列フォーマットとして認識

された年月日項目を日付フォーマットへ

変換する際に「pandas.to_datetime」メソッ

ドを使用した。また「Sampling Date」や

「Results Obtained Date」「Press Release Date」

といった日付データはサンプリングの時

期やサンプリング担当者によって入力さ

れた書式が大きく異なるため、極力統一

した書式に置き換えを行った。文字列と

し て 認 識 さ れ た 数 値 項 目 は
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「pandas.to_numeric」メソッドを使用して

数値データへ変換した。空白欄など欠損

した箇所は「pandas.fillna」メソッドを使用

してデータを補完した。前処理によって

整 形 し た デ ー タ フ レ ー ム は

「pandas.pivot_table」メソッドを使用して

整合性の確認を行った。前処理の完了後、

「pandas.to_csv」メソッドによってCSVフ

ァイルへ出力した。 

 

4 データ集計 

4.1データ集計の方法 

集計フェーズでは、前処理フェーズで

年毎に処理後 CSVファイルへ出力したデ

ータを全て連結させて集計・解析を行っ

た。全体の集計は、検査全体の検体数・流

通品および非流通品・食品カテゴリ・確定

数値および不確定数値の経年推移を集計

した。また採取日（購入日）「Sampling Date」

と結果判明日「Results Obtained Date」の差

を計算することで、各検体の「Sampling 

Date」から「Results Obtained Date」までに

要した日数などを算出し、データの整合

性や解析不能データなどを集計・確認し

た。詳細集計として、食品カテゴリごとの

基準値超過検体数・基準値超過検体のリ

ストアップ・流通品および非流通品の検

査数と基準値超過数の経年推移・基準値

超過検体の食品分類の割合およびその経

年変化・食品分類ごとの基準値超過品目

の割合とその経年推移・主要な都道府県

の食品分類ごとの基準値超過件数などを

集計・解析を行った。134Cs と 137Cs の合計

の基準値超過における評価項目である

『exceed action levels』は Cs 基準値超過の

評価基準が時期によって異なるため、『食

品カテゴリ』から「飲料水」且つ「Cs total」

値が 10 を超過した検体または、「牛乳・

乳児用食品」且つ「Cs total」値が 50 を超

過した検体または、「畜産物」または「農

産物」または「水産物」または「野生鳥獣

肉」または「その他」且つ「Cs total」値が

100 を超過した検体を『Exceed』項目を追

加し集計した。 

各検体の食品カテゴリについて明確に

するため、「畜産物」「水産物」「農産物」

「野生鳥獣肉」「その他」を「一般食品」、

「牛乳・乳児用食品」と「飲料水」の 3つ

のカテゴリに分類し、各検体の情報につ

いて「食品カテゴリ_2」の項目を追記した。

食品分類の基準は、「月報作成ルール

201016.xlsx」ファイルの「食品分類」シー

トを参考に、データフレームに「食品分類」

項目を各検体の追加属性として付け加え、

不要データ削除後、再集計を行った。また

都道府県を地域区分に分類し各検体の属

性として付け加えた。地域区分の基準は、

「総務省｜政策統括官（統計基準担当）｜

地域別表章に関するガイドライン」 

https://www.soumu.go.jp/toukei_toukatsu/i

ndex/seido/02toukatsu01_04000308.html  

（2020 年 11月 24日参照） 

https://www.soumu.go.jp/main_content/00

0611949.pdf  

（2020 年 11月 24日参照） 

に記述されている「別紙 地域ブロック

区分の主な類型」より「類型 I」を参考に、

データフレームに「地域区分」項目を追加

情報として加えた。 

また、本研究に限り、基準値超過件数は

一般食品は 100 Bq/kg 以上、牛乳・乳児用

食品は 50 Bq/kg以上、飲料水は 10 Bq/kg
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以上と定義し、プログラムを用いて抽出

ならびに集計を行った。 

 

4.2 データ集計用コンピューター環境の

整備 

プログラムの実行環境は OS には扱い

やすさを考慮して「Ubuntu20.04.1 LTS 

（Focal Fossa）」を採用し、プログラミン

グ言語には高速且つ柔軟な計算処理能力

に加えて扱いやすさを考慮して数学・統

計解析向けプログラミング言語「R 言語

（R version 4.0.3 [2020-10-10]）」を採用し

た。環境は構築の簡便さと再現性を考慮

してコンテナ型仮想環境管理プラットフ

ォーム「Docker」を導入した。Docker コン

テナは Docker Hub から RStudio 向けイメ

ージ「rocker/rstudio」を採用、これをベー

スにコンテナを構築した。R 言語実行環

境は「Docker」上で「rocker/rstudio」のコ

ンテナからWeb動作式 R言語向け統合開

発環境「RStudio Server（Version 1.3.1093）」

を構築した。プログラムの実行はローカ

ルコンピューターの Web ブラウザ

「Mozilla Firefox」から「RStudio Server」

を稼働し、「R Notebook」形式で実行した。

追加パッケージには、データフレーム高

速計算処理用パッケージ「dplyr（バージョ

ン  1.0.2）」、データ整形用パッケージ

「tidyr（バージョン 1.1.2）」、日付処理用

パッケージ「lubridate（バージョン 1.7.9）」、

文字列処理用パッケージ「stringr（バージ

ョン 1.4.0）」、高速且つ柔軟なテーブル読

み込みパッケージ「readr（バージョン 

1.4.0）」を導入した。 

 

4.3データ集計プログラム 

データ集計フェーズでは、まず下準備

として RStudio上の変数を初期化し、作業

ディレクトリの確認および設定、「dplyr」

「tidyr」「ggplot2」「lubridate」「stringr」「knitr」

「readr」「extrafont」の各種パッケージの読

み込みを行った。下準備完了後、データ修

正・前処理フェーズで整形・出力した CSV

ファイルを「readr」パッケージで各年毎に

読み込み、rbind関数で連結した。Cs 濃度

などの数値フォーマットのデータが文字

列フォーマットとして認識されることが

あるため「as.numeric」関数を使用して型

変換を行った。その他『都道府県』『流通

品/非流通品』『食品カテゴリ』『食品カテ

ゴリ 2』『食品分類』『Inspection instrument』

『地域区分』『exceed action levels』のカテ

ゴリ変数の項目を「as.factor」関数を使用

して要素の因子化を行った。データ連結・

データ型変換・要素の因子化などの作業

が完了した状態から、「subset」関数および

「filter」関数に正規表現を組み合わせた

データの抽出、「group_by」関数による要

素のグループ化、「summarise」「spread」

「count」「xtabs」といった R 関数に加え

て、Excelピボットテーブルなどを一部組

み合わせてクロス集計を行った。 

 

5解析・可視化 

5.1 解析・可視化の方法 

解析・可視化フェーズでは、集計フェー

ズで行った集計結果を元にデータを解析、

グラフへ出力・可視化した。 

 

5.2 解析・可視化コンピューター環境の整

備 

プログラムの実行環境は OS には扱い
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やすさを考慮して「Ubuntu20.04.1 LTS 

（Focal Fossa）」を採用し、プログラミン

グ言語には高速且つ柔軟な計算処理能力

に加えて扱いやすさを考慮して「R 言語

（R version 4.0.3 [2020-10-10]）」を採用し

た。環境は構築の簡便さと再現性を考慮

して「Docker」を導入した。Docker イメー

ジは Docker Hub から「rocker/rstudio」を

採用した。R言語実行環境は「Docker」上

で「 rocker/rstudio 」のコンテナから

「RStudio Server（Version 1.3.1093）」を構

築し、「R Notebook」上で実行した。追加

パッケージには、データフレーム高速計

算処理用パッケージ「dplyr（バージョン 

1.0.2）」、データ整形用パッケージ「tidyr 

（バージョン 1.1.2）」、グラフ描画用パッ

ケージ「ggplot2（バージョン 2 3.3.2）」、

テーブル処理用パッケージ「knitr（バージ

ョン 1.30）」、日本語 TrueType フォント対

応用パッケージ「extrafont（バージョン 

0.17）」を導入した。 

 

5.3解析・可視化プログラム 

解析・可視化は、データ集計フェーズで

計算した集計結果から解析・可視化を行

った。「ggplot2」パッケージを使用して

2012 年から 2020 年までの「 Results 

Obtained Date 」 と 「 Cs total 」 か ら

「geom_point」関数を使用して散布図を作

成した。Cs 濃度基準値超過件数の分布は

「geom_histgram」関数からヒストグラム

を作成した。検出した Cs 濃度の検出値の

分布は「geom_violin」関数からバイオリン

プロットを年毎に作成した。Cs 濃度の基

準値超過件数は年・流通品および非流通

品・食品分類・品目などに分け「bar_plot」

を極座標表示で出力することで円グラフ

を作成した。 

 

C. 研究結果 

1. データの修正 

プログラミング言語で集計・解析が可

能なデータセットを用意することを目的

に、地方自治体から厚労省に報告されて

いる食品中のCs濃度に関する公開データ

は、Fig.1のスキームに沿ってデータの統

合を行った。2012 年 4月から 2020年 8月

まで和暦で細分化されている各検体の検

査日は、西暦別にデータを整理した。デー

タには、数値データに不要な文字等が記

載されている箇所、文字化けしている箇

所、セル内で改行している箇所、長音とハ

イフンやカンマとコンマやひらがなとカ

タカナなど表記が一貫していない、また

は、重複箇所等が散見された。今回は公開

されている英訳版のファイルを使用した

が、日本語版を英訳する過程で自動的に

列の入れ替え等の誤りが発生した箇所を

特定した。本研究では、先ず完全に修正し

たデータを用意し解析に供した（Table 1）。 

 

2. 解析用属性「食品カテゴリ_2」ならび

に「地域区分」を追加したことによる集

計結果 

各検体を属性別に集計した結果を

Table 1に示す。2013 年～2019 年には、全

国から年間平均 314,107 件の報告があっ

た。2012年 4月～2020年 8月までに報告

された検体数の内訳は、流通もしくは流

通のために製造された食品に分類された

もの 174,013 件と非流通もしくは記載の

ないもの 2,304,029 件であった。データの
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解析には、一般食品 2,376,692 件、牛乳・

乳児用食品 27,835 件、飲料水 5,985 件、

それ以外 67,536件、合わせて 2,478,048 件

を供した。 

報告された 134,137Cs 濃度の分布を調べ

るため、一般食品に分類された検体を解

析した。Table 2 は、NaI(TI)もしくは

CsI(TI)シンチレーション検出器またはゲ

ルマニウム半導体検出器を用いて、一般

食品、牛乳・乳製品、飲料水別に報告され

たCs濃度の数値に応じて集計した結果を

示す。本研究では、Cs 濃度数値に不等号

のあるものを不検出とし、ゲルマニウム

半導体検出器を用いて検査し不等号のな

い Cs 濃度を確定したもの、NaI(TI)もしく

は CsI(TI)シンチレーション検出器を用い

て報告されたCs濃度をスクリーニングし

たものと定義した。集計した結果、不検出

は全体の検査数の 96.39％であった。そこ

で先ず、検査報告のあった Cs 濃度の全検

体の濃度分布をFg.2Aに示す。Fig.2Bは、

各年に報告された 134,137Cs 濃度の分布を

箱ひげ図で示す。一般食品に分類された

全検体の内、最高値は 61,000 Bq/kg であ

った。 

Table 2-1～Table 2-4は、一般食品、牛

乳・乳児用食品、飲料水のカテゴリに属す

る検体数をCs濃度範囲別に集計した結果

を示す。ゲルマニウム半導体検出器を使

用して、濃度数値が確定されたもののみ

を集計した結果、2012 年 4 月～2020 年 8

月までに 100 Bq/kg 以上の一般食品は

5,455件、50 Bq/kg 以上の牛乳・乳児用食

品は 0件、10 Bq/kg以上の飲料水は 13 件

であった（Table 2-4, Table 2-5）。 

 

3.基準値を超過した一般食品の流通形態

について 

基準値を超過した一般食品の流通形態

について調査するため、一般食品につい

て、基準値を超過した報告数とその割合

を経時的に解析した（Fig.3）。一般食品の

中で、NaI(TI)もしくは CsI(TI)シンチレー

ション検出器またはゲルマニウム半導体

検出器のいずれかを用いて 100 Bq/kg を

超過して報告された食品名とその報告数

は、Table 3 にまとめた。基準値超過の報

告数は年々減少していた（Fig.3）。次に、

基準値を超過した食品を対象に、報告さ

れた情報を元に流通の形態について解析

を試みた。Fig.4C は、流通形態別に分類

し集計した結果を示す。2012 年と 2020 年

を除き、通年検査された検査数は流通・非

流通共に大きな変動は見られず、基準値

を超過したものの多くが非流通品であっ

た（Fig.4B）。また、基準値を超えた非流

通品の報告数は、2012年～2014 年にかけ

て大きく減少していた。一方で、基準値を

超過した流通品の報告数は、年毎の変動

の傾向は見られなかったが、非流通品の

基準値超過率を通年下回っていた

（Fig.4A,B）。2019 年に報告された基準値

超過の一般食品を抽出した結果を Fig.4D

に示す。2012 年 4月から 2020 年 8月まで

に報告された基準値を超過した全食品の

品目別の割合を Fig.5に示す。両図の結果

は、基準値超過した流通品の多くは、飼養

管理されていない野生の農作物（鳥獣肉、

水産物 [底層、淡水]、山菜類、キノコ、そ

の他 [主にシイタケ等の加工食品]、茶[飲

用]）に限られる一方で、基準値超過した

非流通品にはそれら以外のもの（例えば、
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果実類、牛肉、馬肉等）も含まれていたこ

とを示した。食品カテゴリの「その他」に

分類され、基準値超過した流通品（30件）

ならびに非流通品（205 件）については、

公開されている情報をそれぞれTable 4と

Table 5 に示す。主に、乾燥シイタケ、あ

んぽ柿や梅干し、桑茶等が報告されてい

た。 

 

4.基準値を超えた食品分類について 

放射性Cs濃度の基準値を超過した一般

食品の食品分類について細分化するため、

食品分類別にデータを抽出した（Fig. 6）。

その結果、飼養管理の困難な野生の食品

（野生鳥獣肉、水産物[海産物、淡水]、山

菜類等、キノコ類やその他[主に乾シイタ

ケ等の加工食品]）が 9割以上を占めてい

た。報告された各食品群の割合を経時的

にデータ解析した結果、2014年～2016 年

にかけて、飼養管理可能な食品の報告は

なかった。飼養管理の困難な食品の中で

も、水産物[海産物、淡水]の基準値超過の

報告数は減少していることが判った（Fig. 

7-1）。「その他」に分類された食品には、

水産物または水産加工食品は含まれてい

なかった（Fig. 7-2）。 

 

5. 水産物（海産物（底層）、淡水）にお

ける基準値超過報告に関するデータ解析

について 

 基準値超過の報告数が経時的に減少し

ている中で、「水産物」の現況に関して解

析を行うため、先ず、海産物（水産物[底

層]）と淡水の水産物に分解してデータの

抽出を行った（Fig. 8～14）。Fig. 8ABは、

海産物（水産物[底層]）の結果を示す。2013

年～2019年にかけて、6,177～11,283件の

検査結果が報告されてるが、基準値超過

の報告は 2015年の福島県のみの 4件を最

後に報告されていなかった（Fig. 9B）。こ

れまでに報告された基準値超過した魚種

は底層域に生息している 30 種であった

（Fig. 8C）。検査数、超過報告件数は、上

位 5件に福島、茨城、岩手、宮城、青森が

含まれ、圧倒的に福島県の報告数が多か

った（Fig. 9）。2016 年以降も、継続的に

全国から 6,177～9,600 件が報告されてい

たが、その報告数は年々減少する傾向に

あった。水産物（淡水）は、これまでに基

準値超過した魚種 18種が報告されており、

海産物とは異なり魚種の報告数は少ない

ものの、近年においても継続的に報告さ

れていることが判った（Fig. 10）。 

 

6.基準値超過した水産物における実態に

ついて 

水産物への 134,137Cs 汚染について、さら

にデータを詳細に解析した。基準値超過

した水産物は、海産物（底層）と淡水に帰

属し、さらに流通実態ならびに養殖また

は天然のものに関する情報を抽出し集計

した（Fig. 11）。Fig. 12Aは、水産物全般

の流通実態を示す。基準値を超過した非

流通品は流通品の 6.10 倍（2013 年）～

10.73 倍（2019 年）検査されていた。流通

品の検査数は 2014 年～2019 年にかけて

減少（3,272 件から 1,188件）しているが、

1千件以上検査されている一方で、基準値

超えの検体は 2012年の 2件を最後に報告

されていなかった（Fig. 12A）。基準値超

過した水産物の多くは、非流通品の養殖

以外であり、天然のものであることが示
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唆された（Fig. 12B）。淡水以外の水産物は、

年間 1 万件以上の非流通品が検査されて

いた。海産物（水産物[底層]）については

年間 6千件以上）が検査され、一方で、基

準値超過報告は 2015年以降確認されてい

なかった（Fig. 13,14）。水産物の検査数と

しては少ない淡水の水産物の基準値超え

の報告は 2019年まで継続していたが、淡

水の養殖の水産物の基準値超えの報告は

2012 年に 1 件（福島県郡山市産 非流通

品 養殖ドジョウ 240 Bq/kg）のみであっ

たが、それ以降の報告はなかった（Fig. 15）。

基準値超えの淡水の水産物は、2012 年に

9 県（栃木、福島、茨城、岩手、宮城、群

馬、千葉、埼玉、神奈川）で報告されたが、

2019年には福島県（1158 件中 2件）と群

馬県（212件中 2件）のみから報告された

（Table 6）。福島県に限っては、2012 年に

507 件が検査され、その 14.79％（75 件）

が基準値超えであり、2019 年の検査数は

増加しているが、基準値超過率は 0.17％

に減少していた。Table 7は 2012年～2020

年に基準値を超過した魚種を示す。これ

までに検査された淡水の魚種は全 12種類

（ヤマメ、イワナ、ウグイ、ヒメマス、ブ

ラウントラウト、カワマス、ニジマス、ワ

カサギ、ウナギ、アメリカナマズ、ギンブ

ナ、コイ）であったが、2018 年以降、ヤ

マメとイワナの 2種類のみであった。 

 

7.水産物に関する 134,137Cs 汚染検査へ

の提言 

水産物を淡水または海水に、天然また

は養殖のものに分類し、集計・解析し、ま

とめた結果を Fig.16 に示す。養殖された

水産物の基準値超過率は淡水では 0.05%、

海産物では 0%であり、極めて低いことが

示唆された。一方で、養殖以外の検体につ

いては、基準値超過は海産物で 1,074 件

（基準値超過率 0.82%）、淡水の水産物で

444 件（基準値超過率 2.58%）、134,137Cs total

の検出率は、海産物では 8,949 件（検出率

51.56%）、淡水の水産物では 20,162 件（検

出率 15.33%）であった。近年、養殖の海

産物の基準値超過の報告はなかった。以

上の結果は、淡水・海水の養殖の水産物は、

基準値よりも低く安全であることを示唆

した。 

 

D. 考察 

厚労省ホームページで公開されている

食品検体の 134,137Cs 濃度に関するデータ

（2012 年 4 月～2020 年 8 月、計 2478048

検体）を解析したところ、Ge 半導体測定

機器で検査し基準値 100 Bq/kg を超過し

た「一般食品」は 5455件、基準値 10 Bq/kg

を超過した「飲料水」は 13件が含まれて

いた。「牛乳・乳児用食品」の基準値 50 

Bq/kg を超過した報告は含まれていなか

った。「飲料水」に関しては、基準値超え

は 2012 年中に報告されたものであった

（Table 2-5）。また、本研究の集計結果か

らも流通品の基準値超過率が低いことか

ら、流通前の検査により、高濃度に放射性

セシウムを含む食品が効果的に流通から

排除され、我が国の監視体制が機能して

いることが改めて示された。 

本分担研究の初年度は、基準値を超え

て報告のあった「一般食品」の中の水産物

に焦点を絞って解析を試み、国内の水産

物の放射性セシウムの検査について改善

すべき方向性を検討した。基準値超過し
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た海産物の報告は 2015年の 4検体を最後

に報告はなかった。これは、海に流出した

放射性セシウムが希釈され、遠海魚にお

いては、底生魚に比べ放射性物質の蓄積

量は事故後に急激に減少し、近年は、海産

物（底層）においても希釈により汚染物の

影響が減少している報告（２）を支持する結

果であった。しかしながら、Fig.13Bに示

す通り、2016年以降も年間 11,953～17,133

件の海産物の検査報告がなされていた。

検査数に関しては、改善する余地が残さ

れていると考えられた。 

淡水の水産物の基準値超過が報告され

た場所について考察した結果、これまで

に基準値超過の報告のあった 9県（栃木、

福島、茨城、岩手、宮城、群馬、千葉、埼

玉、神奈川）の内、2019 年には福島県と

群馬県からのみ報告がなされていた。し

かしながら、これら 2 県以外に、過去に

出荷制限を指示された自治体及びその隣

接自治体から産出された水産物の放射性

物質の検査結果が 15県から報告されてい

た（Table 6）。 

検査数とCs検出率と超過率でみた際の

各項目別にまとめた結果を Fig.16 に示す。

淡水の養殖以外の水産物は、継続的な出

荷制限措置のため、重点的に検査を継続

すべきである一方で、海水の養殖以外の

水産物は、基準値超過の検体は稀である

ことから、近年、検査報告数は減少傾向に

あるものの、検査コストも考慮し、リスク

に見合った検査数の削減も可能であるこ

とが示唆された。 

 

E. 結論 

日本における134,137Csの水質汚染は、近

年は魚に蓄積するほど濃度は高くない（３）。

淡水域においては周辺環境に生息する生

物を食することによる食物連鎖を通じた

移行（４、５、６）、海水域に関しては、底層に

沈積した放射性物質の影響は低くなって

いること（７、８、９）が報告されている。本研

究からも海産物、特に養殖魚の安全性は

極めて高いことが示唆された。 
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Fig.1．厚労省公表データの整理と解析のための一連の作業の概略
1. 厚生労働省のホームページよりデータ取得
Levels of Radioactive Materials in Foods Tested in Respective Prefectures
（ https://www.mhlw.go.jp/english/topics/2011eq/index_food_radioactive.html ）より Monthly Report of
Test results of radionuclide in foods sampled since 01 April 2012 (by date) （2012年から2020年まで）
の各月のファイルをダウンロード。
2. Python言語を使用して月ごとのファイルを年単位で連結。
3. Python言語を使用してデータの修正・置換。
4. csvファイルへ出力。
5.出力された.csvをRを用いて解析。出力したファイルの内容に不備がないか確認し、問題なければこれをR言語
で計算・解析。

出力されたCSVデータをR言語で計算・解析

Python

データの連結

月別データ厚生労働省
ホームページ

データの入手

年単位データ

データの
修正・置換

Python

修正済み
データ
（.csv）



 

- 73 - 

 

  

報
告
年

(月
)

報
告
数

流
通

/非
流
通
に
関
す
る
報
告

* (ra
te

, %
)

食
品
分
類

(ra
te

, %
)

C
s
 濃

度
(ra

te
, %

)

流
通
品

非
流
通
品

（
出
荷
予

定
あ
り
）

非
流
通
品

非
流
通
品

（
出
荷
予
定

な
し
）

そ
の
他

**
一
般
食
品

「
牛
乳
・

乳
児
用

食
品
」

「
飲
料

水
」

「
非
該
当

品
」

不
等
号
な

し
の
報
告

数

不
等
号
あ

り
の
報
告

数
「
水
産
物
」

「
畜
産
物
」

「
農
産
物
」

「
野
生

鳥
獣

肉
」

2
0
1
2

2
1
0
,1

9
7

2
0
,7

7
6

N
A

1
8
9
,4

2
1

N
A

0
1
6
,2

1
2

1
3
4
,4

3
1

4
5
,2

1
2

9
2
0

4
,0

1
7

1
,4

5
0

7
,9

5
5

2
0
,5

2
3

1
8
9
,6

7
4

(4
-1

2
)

(9
.8

8
)

(9
0
.1

2
) 

(0
) 

(7
.7

1
) 

(6
3
.9

5
) 

(2
1
.5

1
) 

(0
.4

4
) 

(1
.9

1
 

(0
.6

9
) 

(3
.7

8
) 

(9
.7

6
) 

(9
0
.2

4
) 

2
0
1
3

3
2
1
,3

6
6

2
9
,0

8
0

N
A

2
9
2
,2

8
6

N
A

0
2
2
,5

1
7

2
3
5
,4

5
8

4
4
,7

0
2

1
,4

6
2

5
,0

8
3

1
,2

2
3

1
0
,9

2
1

1
8
,9

8
4

3
0
2
,3

8
2

(9
.0

5
)

(9
0
.9

5
)

(0
)

(7
.0

1
)

(7
3
.2

7
)

(1
3
.9

1
)

(0
.4

5
)

(1
.5

8
)

(0
.3

8
)

(3
.4

0
)

(5
.9

1
)

(9
4
.0

9
)

2
0
1
4

3
2
2
,6

3
6

2
7
,0

0
9

N
A

2
9
5
,6

2
4

N
A

3
2
3
,4

6
5

2
4
3
,1

7
3

3
8
,3

2
3

1
,3

7
5

4
,6

6
2

8
2
3

1
0
,8

1
5

1
2
,9

4
3

3
0
9
,6

9
3

(8
.3

7
)

(9
1
.6

3
)

(0
.0

0
0
9
3
)

(7
.2

7
)

(7
5
.3

7
)

(1
1
.8

8
)

(0
.4

3
)

(1
.4

4
)

(0
.2

6
)

(3
.3

5
)

(4
.0

1
)

(9
5
.9

9
)

2
0
1
5

3
3
3
,4

8
6

2
2
,9

1
1

N
A

3
1
0
,5

7
4

N
A

1
2
1
,2

7
0

2
6
6
,4

1
1

3
0
,5

2
8

9
2
6

3
,7

7
5

6
1
2

9
,9

6
4

8
,5

9
0

3
2
4
,8

9
6

(6
.8

7
)

(9
3
.1

3
)

(0
.0

0
0
3
0
)

(6
.3

8
)

(7
9
.8

9
)

(9
.1

5
)

(0
.2

8
)

(1
.1

3
)

(0
.1

8
)

(2
.9

9
)

(2
.5

8
)

(9
7
.4

2
)

2
0
1
6

3
1
1
,3

9
4

1
8
,0

2
0

N
A

2
9
3
,3

7
2

N
A

2
1
9
,1

4
0

2
5
2
,9

7
3

2
5
,8

9
5

1
,5

3
5

3
,1

2
4

4
7
3

8
,2

5
4

7
,5

7
1

3
0
3
,8

2
3

(5
.7

9
)

(9
4
.2

1
)

(0
.0

0
0
6
4
)

(6
.1

5
)

(8
1
.2

4
)

(8
.3

2
)

(0
.4

9
)

(1
.0

0
)

(0
.1

5
)

(2
.6

5
)

(2
.4

3
)

(9
7
.5

7
)

2
0
1
7

3
1
0
,2

6
6

1
6
,4

3
0

N
A

2
9
3
,8

3
6

N
A

0
1
8
,6

2
4

2
5
8
,6

0
4

2
0
,9

8
6

1
,7

6
8

2
,6

8
3

4
5
4

7
,1

4
7

6
,2

6
6

3
0
4
,0

0
0

(5
.3

0
)

(9
4
.7

0
)

(0
)

(6
.0

0
)

(8
3
.3

5
)

(6
.7

6
)

(0
.5

7
)

(0
.8

6
)

(0
.1

5
)

(2
.3

0
)

(2
.0

2
)

(9
7
.9

8
)

2
0
1
8

3
0
3
,2

3
1

1
3
,5

9
1

N
A

2
8
9
,6

4
0

N
A

0
1
5
,5

1
9

2
5
9
,1

7
6

1
7
,8

6
5

2
,0

9
0

2
,1

5
4

4
2
7

6
,0

0
0

5
,6

9
6

2
9
7
,5

3
5

(4
.4

8
)

(9
5
.5

2
)

(0
)

(5
.1

2
)

(8
5
.4

7
)

(5
.8

9
)

(0
.6

9
)

(0
.7

1
)

(0
.1

4
)

(1
.9

8
)

(1
.8

8
)

(9
8
.1

2
)

2
0
1
9

2
9
6
,3

6
7

1
1
,1

8
8

3
7
1

2
8
4
,8

0
8

0
0

1
3
,9

4
4

2
5
8
,1

2
7

1
4
,5

1
6

2
,7

0
1

1
,8

2
8

3
9
5

4
,8

5
6

5
,0

9
8

2
9
1
,2

6
9

(3
.7

8
)

(0
.1

3
)

(9
6
.1

0
)

(0
)

(0
)

(4
.7

0
)

(8
7
.1

0
)

(4
.9

0
)

(0
.9

1
)

(0
.6

2
)

(0
.1

3
)

(1
.6

4
)

(1
.7

2
)

(9
8
.2

8
)

2
0
2
0

6
9
,1

0
5

3
,9

4
3

1
0
,6

9
4

5
3
,3

8
9

1
,0

7
9

0
4
,9

0
2

5
5
,3

2
9

5
,5

0
7

1
,1

0
6

5
0
9

1
2
8

1
,6

2
4

2
,0

8
7

6
7
,0

1
8

(1
-8

)
(5

.7
1
)

(1
5
.4

8
)

(7
7
.2

6
)

(1
.5

6
)

(0
)

(7
.0

9
)

(8
0
.0

7
)

(7
.9

7
)

(1
.6

0
)

(0
.7

4
)

(0
.1

9
)

(2
.3

5
)

(3
.0

2
)

(9
6
.9

8
)

小
計

1
6
2
,9

4
8

1
1
,0

6
5

2
,3

0
2
,9

5
0

1
,0

7
9

6
1
5
5
,5

9
3

1
,9

6
3
,6

8
2

2
4
3
,5

3
4

1
3
,8

8
3

2
7
,8

3
5

5
,9

8
5

6
7
,5

3
6

8
7
,7

5
8

(3
.5

4
)

2
,3

9
0
,2

9
(9

6
.4

6
)

1
7
4
,0

1
3

2
,3

0
4
,0

2
9

2
,3

7
6
,6

9
2

合
計

2
,4

7
8
,0

4
8

T
a

b
le

 1
. 厚

労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
公
開
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
（

2
0

1
2
年

4
月
～

2
0

2
0
年

8
月
）
の
集
計
結
果

*N
A

, 報
告
見
直
し
前
の
た
め
情
報
な
し

**そ
の
他
、
情
報
な
し
等
を
含
む



 

- 74 - 

 

 

 

 

 

 

 

  

(A) (B)

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

Year

10-2

101

103

105

T
o
ta

l 
C

s
 (

1
3
4
C

s
, 

1
3
7
C

s
) 

c
o
n
c
e
n
tr

a
ti
o
n

(B
q
/k

g
)

S
a
m

p
le

 

c
o
u
n

t

134,137Cs concentration (Bq/kg)

Min.   1st Qu. Median Mean   3rd Qu. Max.   

基準値超過 11 130 190 507.3 340 61,000

基準値内 0 6.3 12 20.0 26 100

Fig.2．Cs(Cs134, Cs137)トータルの濃度で基準値を超えた全サンプルの全体像
(A)134Csと137Csを合算したトータルの濃度で基準値超過したサンプルの分布図
(B)各年（2012年～）のCs濃度分付と基準値内と超過したCs濃度
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c
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t

Value (Bq/kg)
134,137Cs concentration (Bq/kg)

Cs濃度
(Bq/kg)

一般食品 牛乳、
乳児用
食品

飲料水

不等号ありの
その他の検体

2,443,776 27,838 5,983

>5 2,384,045 10,174 98

>10 2,193,284 57 30

>25 49,476 0 0

>50 13,180 0 0

>100 5,464 0 0

Table 2-1. 各食品分類毎の報告数一覧

Cs濃度
(Bq/kg)

一般食品 牛乳、
乳児用
食品

飲料水

>0 86,870 303 612

>5 72,818 7 65

>10 52,004 1 13

>25 26,353 0 0

>50 13,159 0 0

>100 5462 0 0

Table 2-2. 

Ge, NaI, CsI含む・不検出含まず

Cs濃度
(Bq/kg)

一般食品 牛乳、
乳児用
食品

飲料水

>0 4,751 0 0

>5 4,443 0 0

>10 3,585 0 0

>25 1,269 0 0

>50 35 0 0

>100 7 0 0

Table 2-3. 

NaI, CsI含む、Ge含まず、不検出含まず

Cs濃度
(Bq/kg)

一般食品 牛乳、
乳児用
食品

飲料水

>0 82,116 303 612

>5 68,372 7 65

>10 48,417 1 13

>25 25,082 0 0

>50 13,123 0 0

>100 5455 0 0

Table 2-4. 

Geで不等号なしのものだけ抽出

CsI/NaI + + - +

Ge + + + -

不等号 + - - -

A B C D

A

B C

検査した数 検出した数 確定した数
スクリーニ
ングした数

D

検出機器
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Fig.3．２０１２年４月～２０２０年８月までに基準値超えの報告の
あった一般食品の集計結果
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Fig.4．全食品を対象にした流通実態に関する集計結果（２０１２年４月～２０２０年８月）
（A）基準値超過した流通品の数の年別の割合
（B）流通・非流通食品の報告数の経時的変化
（C）（B）の集計結果一覧
（D）２０１９年中に報告された基準値超え流通食品の情報一覧
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Fig.5． 2012年4月から2020年8月までに報告された基準値を超過した全食品の品目別の割合
（A）流通品、（B）非流通品

(A) (B)market
Products

Count Per(%)

野生鳥獣肉 2 1.8

水産物(底層) 1 0.9

山菜類等 29 26.13

キノコ類 33 29.73

水産物(淡水) 1 0.9

その他(主に乾シ
イタケ等の加工食
品)

30 27.03

米 0 0

水産物(中層) 0 0

大豆 0 0

茶（飲用） 15 13.51

ソバ 0 0

果実類（種実類含
む）

0 0

牛肉 0 0

水産物(無脊椎) 0 0

葉菜類 0 0

小豆 0 0

根菜類 0 0

その他の野菜 0 0

馬肉 0 0

豚肉 0 0

水産物(回遊魚) 0 0

水産物(表層) 0 0

Total 111 100

Non market
Products

Count Per(%)

野生鳥獣肉 2177 40.44

水産物(底層) 980 18.21

山菜類等 721 13.39

キノコ類 504 9.36

水産物(淡水) 444 8.25

その他(主に乾シ
イタケ等の加工食
品)

205 3.81

米 114 2.12

水産物(中層) 87 1.62

大豆 86 1.6

茶（飲用） 13 0.24

ソバ 15 0.28

果実類（種実類含
む）

14 0.26

牛肉 8 0.15

水産物(無脊椎) 4 0.07

葉菜類 2 0.04

小豆 2 0.04

根菜類 2 0.04

その他の野菜 1 0.02

馬肉 1 0.02

豚肉 1 0.02

水産物(回遊魚) 1 0.02

水産物(表層) 1 0.02

Total 5383 100

野生鳥獣肉

40.4%

水産物(底層)

18.2%

山菜類等

13.4%

キノコ類

9.4%

水産物

(淡水)

8.2%

その他(主に乾シイ

タケ等の加工食品)

3.8%

米

2.1%

水産物(中層)

1.6%

大豆

1.6%

茶（飲用）

0.2% ソバ

0.3%

果実類（種

実類含む）

0.3%

牛肉

0.1%

水産物(無脊椎)

0.1%

野生鳥獣

肉

1.8%

水産物

(底層)

0.9%

山菜類等

26.1%

キノコ類

29.7%
水産物

(淡水)

0.9%

その他(主に

乾シイタケ等

の加工食品)

27.0%

茶（飲用）

13.5%



 

- 80 - 

 

 

 

T
a
b
le

 4
. 1

0
0
 B

q
/k

g
を
超
過
し
た
流
通
品
（
そ
の
他
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
情
報
一
覧
（
全

2
5
件
）

N
o

都
道
府
県

市
町
村

非
流
通
品

食
品
カ
テ
ゴ
リ

品
目

食
品
カ
テ
ゴ
リ

_
2

In
s
p
e
c
tio

n
 

in
s
tru

m
e
n
t

S
a
m

p
lin

g

D
a
te

R
e
s
u
lts

D
a
te

P
re

s
s

R
e
le

a
s
e

D
a
te

S
a
m

p
lin

g

Y
e
a
r

R
e
s
u
lts

Y
e
a
r

地
域
区
分

C
s
 to

ta
l

D
e
te

c
te

d
/

N
o
t D

e
te

c
te

d

E
x
c
e
e
d

A
c
tio

n

le
v
e
ls

7
3
4

茨
城
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/4

/3
2
0
1
2
/4

/4
2
0
1
2
/4

/5
2
0
1
2

2
0
1
2

0
4
_
北
関
東
・
甲
信

1
4
0
0

D
e
te

c
te

d
○

1
1
8
9

茨
城
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/4

/5
2
0
1
2
/4

/6
2
0
1
2
/4

/6
2
0
1
2

2
0
1
2

0
4
_
北
関
東
・
甲
信

6
2
0

D
e
te

c
te

d
○

1
1
9
0

茨
城
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/4

/5
2
0
1
2
/4

/6
2
0
1
2
/4

/6
2
0
1
2

2
0
1
2

0
4
_
北
関
東
・
甲
信

1
4
0
0

D
e
te

c
te

d
○

1
1
9
1

茨
城
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/4

/5
2
0
1
2
/4

/6
2
0
1
2
/4

/6
2
0
1
2

2
0
1
2

0
4
_
北
関
東
・
甲
信

5
7
0

D
e
te

c
te

d
○

1
1
9
2

茨
城
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/4

/5
2
0
1
2
/4

/6
2
0
1
2
/4

/6
2
0
1
2

2
0
1
2

0
4
_
北
関
東
・
甲
信

1
3
0

D
e
te

c
te

d

2
1
1
9

秋
田
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/4

/6
2
0
1
2
/4

/6
2
0
1
2
/4

/9
2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

2
1
0

D
e
te

c
te

d

4
4
7
5

宮
城
県

蔵
王
町

流
通
品

非
該
当
品

ヤ
ー
コ
ン
茶
（
粉
末
）

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/4

/1
3

2
0
1
2
/4

/1
3

2
0
1
2
/4

/1
4

2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

1
8
2
6
0

D
e
te

c
te

d
○

4
4
7
6

宮
城
県

蔵
王
町

流
通
品

非
該
当
品

ヤ
ー
コ
ン
茶
（
粉
末
）

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/4

/1
3

2
0
1
2
/4

/1
3

2
0
1
2
/4

/1
4

2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

2
0
2
9
0

D
e
te

c
te

d
○

4
4
7
7

宮
城
県

蔵
王
町

流
通
品

非
該
当
品

ヤ
ー
コ
ン
茶
（
粉
末
）

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/4

/1
3

2
0
1
2
/4

/1
3

2
0
1
2
/4

/1
4

2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

1
6
2
1
0

D
e
te

c
te

d
○

4
4
7
8

宮
城
県

蔵
王
町

流
通
品

非
該
当
品

ヤ
ー
コ
ン
茶
（
粉
末
）

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/4

/1
3

2
0
1
2
/4

/1
3

2
0
1
2
/4

/1
4

2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

1
4
9
7
0

D
e
te

c
te

d
○

1
8
4
8

岩
手
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/5

/2
2
0
1
2
/5

/3
2
0
1
2
/5

/3
2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

1
0
0
0

D
e
te

c
te

d
○

1
8
4
9

岩
手
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/5

/2
2
0
1
2
/5

/3
2
0
1
2
/5

/3
2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

3
5
0

D
e
te

c
te

d

5
4
4
4

岩
手
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/5

/2
2
0
1
2
/5

/4
2
0
1
2
/5

/1
0

2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

2
6
0

D
e
te

c
te

d

1
8
0
9
8
福
島
県

―
流
通
品

非
該
当
品

桑
茶

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/5

/2
4

2
0
1
2
/5

/3
0

2
0
1
2
/5

/3
1

2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

3
9
0

D
e
te

c
te

d

8
6
9
8

福
島
県

二
本
松
市

流
通
品

非
該
当
品

桑
茶
の
ほ
う
じ
茶

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/6

/6
2
0
1
2
/6

/1
3

2
0
1
2
/6

/1
3

2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

3
4
0

D
e
te

c
te

d

8
6
9
9

福
島
県

二
本
松
市

流
通
品

非
該
当
品

玄
米
桑
茶

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/6

/6
2
0
1
2
/6

/1
3

2
0
1
2
/6

/1
3

2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

2
4
0

D
e
te

c
te

d

1
3
8
1
8
福
島
県

檜
枝
岐
村

流
通
品

非
該
当
品

乾
燥
マ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/6

/7
2
0
1
2
/6

/2
0

2
0
1
2
/6

/2
1

2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

1
8
0

D
e
te

c
te

d

1
1
7
0
1
岩
手
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
2
/9

/1
4

2
0
1
2
/9

/1
4

2
0
1
2
/9

/1
4

2
0
1
2

2
0
1
2

0
2
_
東
北

1
1
0
0

D
e
te

c
te

d
○

1
5
2
8
2
千
葉
県

―
流
通
品

非
該
当
品

乾
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
3
/1

/2
1

2
0
1
3
/1

/2
3

2
0
1
3
/1

/2
3

2
0
1
3

2
0
1
3

0
3
_
南
関
東

3
7
0

D
e
te

c
te

d

9
8
0
4

岩
手
県

―
流
通
品

非
該
当
品

干
し
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
5
/8

/3
1

2
0
1
5
/9

/2
2
0
1
5
/9

/9
2
0
1
5

2
0
1
5

0
2
_
東
北

1
2
0

D
e
te

c
te

d

2
4
4
1
3
群
馬
県

―
流
通
品

非
該
当
品

マ
イ
タ
ケ
粉
末

一
般
食
品

G
e

2
0
1
5
/9

/1
4

2
0
1
5
/9

/1
6

2
0
1
5
/9

/2
5

2
0
1
5

2
0
1
5

0
4
_
北
関
東
・
甲
信

1
2
0

D
e
te

c
te

d

6
2
8
7

福
島
県

い
わ
き
市

流
通
品

非
該
当
品

乾
燥
シ
イ
タ
ケ

一
般
食
品

G
e

2
0
1
6
/4

/2
6

2
0
1
6
/4

/2
7

2
0
1
6
/5

/9
2
0
1
6

2
0
1
6

0
2
_
東
北

1
3
0

D
e
te

c
te

d

1
0
7
6
0
宮
城
県

－
流
通
品

非
該
当
品

乾
燥
わ
ら
び

一
般
食
品

G
e

2
0
1
6
/9

/5
2
0
1
6
/9

/7
2
0
1
6
/9

/1
3

2
0
1
6

2
0
1
6

0
2
_
東
北

1
2
0

D
e
te

c
te

d

3
8
8
1
3
福
島
県

福
島
市

流
通
品

非
該
当
品

マ
イ
タ
ケ
粉
末

一
般
食
品

G
e

2
0
1
8
/9

/1
8

2
0
1
8
/9

/2
1

2
0
1
9
/1

/1
7

2
0
1
8

2
0
1
8

0
2
_
東
北

1
6
0

D
e
te

c
te

d
○

8
5
8
3
1
福
島
県

―
流
通
品

非
該
当
品

と
ち
も
ち

一
般
食
品

G
e

2
0
1
8
/1

1
/5

2
0
1
8
/1

1
/9

2
0
1
9
/1

/3
0

2
0
1
8

2
0
1
8

0
2
_
東
北

1
3
0

D
e
te

c
te

d
○

T
a
b
le

 5
. 1

0
0
 B

q
/k

g
を
超
過
し
た
非
流
通
品
（
そ
の
他
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
サ
ン
プ
ル
情
報
一
覧
（
全

2
0
0
件
）

リ
ン
ク
先
指
定
者
の
み

G
o
o

g
le
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
て
公
開

リ
ン
ク
ア
ド
レ
ス
：

h
ttp

s
://d

o
c
s
.g

o
o

g
le

.c
o

m
/s

p
re

a
d

s
h
e

e
ts

/d
/1

Z
W

6
8

K
-p

g
u
c
u

T
U

A
l2

4
V

9
iH

v
6

7
-y

u
flk

x
Q

9
n

T
k
u

x
B

R
e

y
M

/e
d

it?
u

s
p

=
s
h

a
rin

g



 

- 81 - 

 

 

 

 

 

 

 

Item Sample 

>100

Bq/kg

Rate（%）

野生鳥獣肉 2179 39.88 

水産物(底層) 981 17.95 

山菜類等 750 13.73 

キノコ類 537 9.83 

水産物(淡水) 445 8.14 

その他(主に乾シイタケ等
の加工食品)

233 4.26 

米 114 2.09 

水産物(中層) 87 1.59 

大豆 86 1.57 

ソバ 15 0.27 

果実類（種実類含む） 14 0.26 

牛肉 8 0.15 

水産物(無脊椎) 4 0.07 

小豆 2 0.04 

根菜類 2 0.04 

葉菜類 2 0.04 

その他の野菜 1 0.02 

水産物(回遊魚) 1 0.02 

水産物(表層) 1 0.02 

豚肉 1 0.02 

馬肉 1 0.02 

Total 5464 100

Fig.6．一般食品の食品分類別の件数(>100 Bq/kg)の割合
2012～2020年に報告された、>100 Bq/kgサンプルの食品分類別の総数をパイグラフ
で表示。各食品群の100 Bq/kgを超えたと報告された各食品の数とその割合は、右の
表に示す。

野生鳥獣肉

39.9%

水産物(底層)

18.0%

山菜類等

13.7%

キノコ類

9.8%

水産物(淡水)

8.1%

その他

4.3%

米

2.1%

水産物(中層)

1.6%

大豆

1.6%

ソバ

0.3%
果実類（種実類含む）

0.3%
牛肉

0.1%
水産物(無脊椎)

0.1%
93.8%

Item Count Inspect Per(%)

野生鳥獣肉 317 920 34.46

水産物(底層) 633 6835 9.26

山菜類等 196 1841 10.65

キノコ類 315 3697 8.52

水産物(淡水) 221 2412 9.16

その他 157 5107 3.07

米 84 9394 0.89

水産物(中層) 56 3075 1.82

大豆 19 3971 0.48

ソバ 6 3017 0.2

果実類（種実類
含む）

13 4398 0.3

牛肉 6 132855 0

水産物(無脊椎) 4 1922 0.21

小豆 2 232 0.86

根菜類 2 2671 0.07

葉菜類 1 4968 0.02

その他の野菜 1 4654 0.02

水産物(回遊魚) 1 1000 0.1

水産物(表層) 0 15 0

豚肉 1 720 0.14

馬肉 1 17 5.88
Total 2036 193721

Fig.7-1．基準値を超過した一般食品の食品分類別の割合の経時的変化
各年に報告された、>100 Bq/kgサンプルの食品分類別の総数をパイグラフで表示。各食品群のサンプル数ならびに各食品群毎に報告された割合は、右の
表に示す。飼養管理の困難な食品を多く含む食品群を赤字で、水産物は下線で示す。

2012年 2014年

2016年 2019年

Item Count Inspect Per(%)

野生鳥獣肉 318 1372 23.18

水産物(底層) 66 11283 0.58

山菜類等 61 3701 1.65

キノコ類 42 4926 0.85

水産物(淡水) 53 2973 1.78

その他 9 9737 0.09

米 0 2044 0

水産物(中層) 13 3840 0.34

大豆 18 3979 0.45

ソバ 0 855 0

果実類（種実
類含む）

0 3523 0

牛肉 0 241350 0

水産物(無脊椎) 0 3187 0

小豆 0 356 0

根菜類 0 3156 0

葉菜類 0 5957 0

その他の野菜 0 4949 0

水産物(回遊魚) 0 988 0

水産物(表層) 0 87 0

豚肉 0 737 0

馬肉 0 216 0
Total 580 309216

Item Count Inspect Per(%)

野生鳥獣肉 350 1535 22.8

水産物(底層) 0 9600 0

山菜類等 47 4401 1.07

キノコ類 24 5007 0.48

水産物(淡水) 10 2008 0.5

その他 2 7995 0.03

米 0 1102 0

水産物(中層) 0 2993 0

大豆 0 1035 0

ソバ 0 319 0

果実類（種実類
含む）

0 2242 0

牛肉 1 251535 0

水産物(無脊椎) 0 3018 0

小豆 0 77 0

根菜類 0 1879 0

葉菜類 0 3946 0

その他の野菜 0 3038 0

水産物(回遊魚) 0 662 0

水産物(表層) 0 49 0

豚肉 0 478 0

馬肉 0 257 0
Total 434 303176

Item Count Inspect Per(%)

野生鳥獣肉 97 2524 3.84

水産物(底層) 0 6177 0

山菜類等 63 2580 2.44

キノコ類 27 3589 0.75

水産物(淡水) 4 1992 0.2

その他 3 4542 0.07

米 0 638 0

水産物(中層) 0 2369 0

大豆 0 154 0

ソバ 0 172 0

果実類（種実
類含む）

0 1135 0

牛肉 0 257436 0

水産物(無脊椎) 0 2374 0

小豆 0 9 0

根菜類 0 980 0

葉菜類 0 1932 0

その他の野菜 0 1538 0

水産物(回遊魚) 0 434 0

水産物(表層) 0 24 0

豚肉 0 333 0

馬肉 0 55 0

Total 194 290987

野生鳥

獣肉

15.6%

水産物

(底層)

31.1%
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9.6%
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Item Count Inspect Per(%)

乾シイタケ 86 370 23.24

干し柿 35 175 20

あんぽ柿 21 123 17.07

ヤーコン茶（粉末） 4 10 40

梅干し 2 125 1.6

マイタケ粉末 0 1 0

乾燥アシタバ 2 8 25

オヤマボクチ（乾燥野
草）

1 5 20

キノコ加工品 0 0 0

きのこ粉末 0 0 0

クチボソ（モツゴ）から
揚げ

1 1 100

シイタケ粉末 0 0 0

とちもち 0 5 0

ワラビ塩漬 0 4 0

乾燥シイタケ 0 0 0

乾燥マイタケ 1 3 33.33

乾燥わらび 0 0 0

原木シイタケ粉末 0 0 0

大豆粕 0 0 0

干しシイタケ 0 0 0

干しぜんまい 0 2 0

桑の葉粉 1 4 25

桑茶 1 3 33.33

桑茶のほうじ茶 1 2 50

梅干し（漬物） 0 0 0

玄米桑茶 1 2 50

Total 157 843

Fig.7-2．基準値を超過した一般食品のその他に分類された食品の割合の経時的変化
各年に報告された、>100 Bq/kgサンプルの総数をパイグラフで表示。各食品のサンプル数ならびに報
告された割合は、右の表に示す。

2012年 2014年

2016年 2019年

Item Count Inspect Per(%)
乾シイタケ 0 69 0

干し柿 4 230 1.74

あんぽ柿 3 127 2.36

ヤーコン茶（粉末） 0 0 0

梅干し 0 106 0

マイタケ粉末 0 0 0

乾燥アシタバ 0 4 0

オヤマボクチ（乾燥
野草）

0 0 0

キノコ加工品 0 0 0

きのこ粉末 0 0 0

クチボソ（モツゴ）
から揚げ

0 0 0

シイタケ粉末 0 0 0

とちもち 0 1 0

ワラビ塩漬 0 0 0

乾燥シイタケ 0 8 0

乾燥マイタケ 0 1 0

乾燥わらび 0 0 0

原木シイタケ粉末 1 1 100

大豆粕 1 1 100

干しシイタケ 0 9 0

干しぜんまい 0 7 0

桑の葉粉 0 1 0

桑茶 0 0 0

桑茶のほうじ茶 0 0 0

梅干し（漬物） 0 0 0

玄米桑茶 0 0 0

Total 9 565

Item Count Inspect Per(%)

乾シイタケ 0 105 0

干し柿 0 146 0

あんぽ柿 0 23 0

ヤーコン茶（粉末） 0 0 0

梅干し 0 94 0

マイタケ粉末 0 0 0

乾燥アシタバ 0 1 0

オヤマボクチ（乾燥野
草）

0 0 0

キノコ加工品 0 0 0

きのこ粉末 0 0 0

クチボソ（モツゴ）から
揚げ

0 0 0

シイタケ粉末 0 2 0

とちもち 0 6 0

ワラビ塩漬 0 0 0

乾燥シイタケ 1 15 6.67

乾燥マイタケ 0 5 0

乾燥わらび 1 5 20

原木シイタケ粉末 0 0 0

Item Count Inspect Per(%)
乾シイタケ 0 104 0

干し柿 2 81 2.47

あんぽ柿 0 43 0

ヤーコン茶（粉末） 0 0 0

梅干し 0 54 0

マイタケ粉末 0 0 0

乾燥アシタバ 0 0 0

オヤマボクチ（乾燥野
草）

0 0 0

キノコ加工品 0 0 0

きのこ粉末 0 0 0

クチボソ（モツゴ）から
揚げ

0 0 0

シイタケ粉末 1 1 100

とちもち 0 14 0

ワラビ塩漬 0 0 0

乾燥シイタケ 0 19 0

乾燥マイタケ 0 1 0

乾燥わらび 0 0 0

原木シイタケ粉末 0 0 0

大豆粕 0 0 0

干しシイタケ 0 8 0

干しぜんまい 0 0 0

桑の葉粉 0 0 0

桑茶 0 0 0

桑茶のほうじ茶 0 0 0

梅干し（漬物） 0 0 0

玄米桑茶 0 0 0

Total 3 325

乾シイタケ

56.2%

干し柿

22.9%

あんぽ柿

13.7%

ヤーコン茶

（粉末）

2.6%

梅干し

1.3%

乾燥アシタバ

1.3%

オヤマボクチ

（乾燥野草）

0.7%
クチボソ（モツ

ゴ）から揚げ

0.7%

乾燥マイ

タケ

0.7%

干し柿

44.4%

あんぽ柿

33.3%

原木シイ

タケ粉末

11.1% 大豆粕

11.1%

乾燥シイ

タケ

50.0%

乾燥わら

び

50.0%
干し柿

66.7%

シイタケ

粉末

33.3%

大豆粕 0 0 0

干しシイタケ 0 26 0

干しぜんまい 0 0 0

桑の葉粉 0 1 0

桑茶 0 1 0

桑茶のほうじ茶 0 0 0

梅干し（漬物） 0 0 0

玄米桑茶 0 0 0

Total 2 430 26.67

2012
67.5%

2013
25.1%

2014
7.0%

2015
0.4%

Year Count Rate

(%)

2012 633 64.53 

2013 278 28.34 

2014 66 6.73 

2015 4 0.41 

Total 938 100

Item Count Rate

(%)

シロメバル 155 15.8

アイナメ 141 14.37

コモンカスベ 137 13.97

ヒラメ 93 9.48

ババガレイ 72 7.34

イシガレイ 69 7.03

マコガレイ 55 5.61

ウスメバル 36 3.67

キツネメバル 29 2.96

クロダイ 29 2.96

マダラ 26 2.65

ムラソイ 23 2.34

エゾイソアイナメ 20 2.04

クロソイ 20 2.04

マアナゴ 15 1.53

ケムシカジカ 14 1.43

マゴチ 9 0.92

ムシガレイ 7 0.71

サブロウ 5 0.51

マガレイ 4 0.41

メイタガレイ 4 0.41

アカシタビラメ 3 0.31

ヌマガレイ 3 0.31

ホウボウ 3 0.31

クロウシノシタ 2 0.2

ホシガレイ 2 0.2

ホシザメ 2 0.2

スケトウダラ 1 0.1

ナガヅカ 1 0.1

マツカワ 1 0.1
Total 981 100

Year Excee

d

inspect Rate

(%)

2012 633 6,835 9.26

2013 278 10,422 2.66

2014 66 11,283 0.58

2015 4 10,488 0.03

2016 0 9,600 0

2017 0 9,288 0

2018 0 7,150 0

2019 0 6,177 0

2020 0 2,199 0

Total 981 73,442 1.3

Fig.8．海産物（水産物[底層]）の基準値超過サンプルの分析結果
（A）検査総数と基準値超率の経時的推移、（B）2012年～2020年までの報告数の経時的変化の割合、
（C）検出された経験のある魚種とその割合
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Fig.9．水産物（底層）をさらに県別に分解した結果
(A) 検査件数の経時的な推移
(B) 基準値超件数の推移

年 福島県 茨城県 岩手県 宮城県 青森県 その他 基準値超
総数

2012 604 11 1 15 2 0 633

2013 267 3 0 8 0 0 278

2014 65 0 0 1 0 0 66

2015 4 0 0 0 0 0 4

2016 0 0 0 0 0 0 0

2017 0 0 0 0 0 0 0

2018 0 0 0 0 0 0 0

2019 0 0 0 0 0 0 0

2020 0 0 0 0 0 0 0

Total 940 14 1 24 2 0 981

年 福島県 茨城県 岩手県 宮城県 青森県 その他 検査総数

2012 2,969 1,144 712 1,076 283 651 6,835

2013 5,076 1,608 1,214 1,044 586 894 10,422

2014 6,001 1,528 955 967 848 984 11,283

2015 5,788 1,483 878 926 705 708 10,488

2016 5,752 1,085 815 787 595 566 9,600

2017 5,929 683 829 926 405 516 9,288

2018 4,230 627 795 772 217 509 7,150

2019 3,745 491 825 537 188 391 6,177

2020 881 238 526 359 140 55 2,199

Total 40,371 8,887 7,549 7,394 3,967 5,274 73,442
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Year Count Rate 

(%)

2012 221 49.66

2013 118 26.52

2014 53 11.91

2015 21 4.72

2016 10 2.25

2017 12 2.7

2018 5 1.12

2019 4 0.9

2020 1 0.22

Total 445 100

Item Count Rate 

(%)

イワナ 139 31.24

ヤマメ 84 18.88

ウグイ 43 9.66

ギンブナ 30 6.74

ヒメマス 26 5.84

ウナギ 24 5.39

アメリカナマ
ズ

20 4.49

ブラウントラ
ウト

19 4.27

ワカサギ 19 4.27

コイ 15 3.37

アユ 11 2.47

カワマス 7 1.57

ゲンゴロウブ
ナ

2 0.45

ニジマス 2 0.45

オオクチバス 1 0.22

ドジョウ 1 0.22

ナマズ 1 0.22

ニホンウナギ 1 0.22

Total 445 100

Year Exceed Inspect Rate 

(%)

2012 221 2,412 9.16

2013 118 3,261 3.62

2014 53 2,973 1.78

2015 21 2,274 0.92

2016 10 2,008 0.5

2017 12 1,984 0.6

2018 5 1,913 0.26

2019 4 1,992 0.2

2020 1 739 0.14

Total 445 19,556 2.28

Fig.10．水産物（淡水）の基準値超過サンプルの分析結果
（A）検査総数と基準値超率の経時的推移、（B）2012～2020年までの報告数の経時的変化の割合、
（C）検出された経験のある魚種とその割合
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Fig.11．水産物に関するデータの処理と分離方法に関するスキーム
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Rate

(%)

Non market

products

Produce

not for sales

Rate

(%)

Total

Ex Inspect Ex Inspect Ex Inspect Ex Inspect

2012 2 2,950 0 0 0.07 913 13,262 0 0 6.88 16,212

2013 0 3,170 0 0 0 415 19,347 0 0 2.15 22,517

2014 0 3,272 0 0 0 132 20,193 0 0 0.65 23,465

2015 0 2,782 0 0 0 25 18,488 0 0 0.14 21,270

2016 0 2,227 0 0 0 10 16,913 0 0 0.06 19,140

2017 0 1,956 0 0 0 12 16,668 0 0 0.07 18,624

2018 0 1,453 0 0 0 5 14,066 0 0 0.04 15,519

2019 0 1,188 0 4 0 4 12,752 0 0 0.03 13,944

2020 0 548 0 2212 0 0 1,827 1 315 0.05 4,902

Total 2 19,546 0 2216 0.01 1,516 133,516 1 315 1.13 155,593
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Fig.12．水産物全般についてのサンプルの実態について
（A）流通品、非流通品、出荷予定あり、出荷予定なしの分類
（B）養殖と天然の検査数と基準値超検出率の経時的変化

(A)

(B) Year 養殖 養殖以外 Total

Ex Inspect Rate

(%)

Ex Inspect Rate

(%)

2012 1 610 0.16 914 15,602 5.86 16,212
2013 0 510 0 415 22,007 1.89 22,517
2014 0 1,062 0 132 22,403 0.59 23,465
2015 0 947 0 25 20,323 0.12 21,270
2016 0 836 0 10 18,304 0.05 19,140
2017 0 996 0 12 17,628 0.07 18,624
2018 0 909 0 5 14,610 0.03 15,519
2019 0 800 0 4 13,144 0.03 13,944
2020 0 246 0 1 4,656 0.02 4,902
Total 1 6,916 0.01 1,518 148,677 1.02 155,593

サ
ン
プ
リ
ン
グ
数

検査年

基
準
値
超
率

流通品＋出荷予定あり

非流通品＋出荷予定なし

流通品（基準値超過率）

非流通品（基準値超過率）

サ
ン
プ
リ
ン
グ
数

検査年

基
準
値
超
率

養殖

養殖以外

養殖（基準値超過率）

養殖以外（基準値超過率）

流通 非流通



 

- 85 - 

 

 

 

 

 

  

0.00%

1.00%

2.00%

3.00%

4.00%

5.00%

6.00%

7.00%

0

5,000

10,000

15,000

20,000 Year Market

Products

Produce

for sales

Rate

(%)

Non market

products

Produce
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Total

Ex Inspect Ex Inspect Ex Inspect Ex Inspect

2012 1 2,850 NA NA 0.04 693 10,950 NA NA 6.33 13,800

2013 0 3,080 NA NA 0 297 16,178 NA NA 1.84 19,258

2014 0 3,167 NA NA 0 79 17,325 NA NA 0.46 20,492

2015 0 2,719 NA NA 0 4 16,277 NA NA 0.02 18,996

2016 0 2,183 NA NA 0 0 14,950 NA NA 0 17,133

2017 0 1,915 NA NA 0 0 14,727 NA NA 0 16,642

2018 0 1,432 NA NA 0 0 12,194 NA NA 0 13,626

2019 0 1,178 0 4 0 0 10,771 0 0 0 11,953

2020 0 484 0 2,042 0 0 1,628 0 9 0 4,163

Total 1 19,008 0 2,046 0 1,073 115,000 0 9 0.93 136,063
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Fig.13．海産物(水産物[淡水以外])についてのサンプルの実態について
（A）流通品、非流通品、出荷予定あり、出荷予定なしの分類
（B）養殖と天然の検査数と基準値超検出率の経時的変化

(A)

(B) Year 養殖 養殖以外 Total

Ex Inspect Rate

(%)

Ex Inspect Rate

(%)

2012 0 286 0 694 13,514 5.14 13,800 

2013 0 143 0 297 19,115 1.55 19,258 

2014 0 674 0 79 19,818 0.4 20,492 

2015 0 654 0 4 18,342 0.02 18,996 

2016 0 573 0 0 16,560 0 17,133 

2017 0 778 0 0 15,864 0 16,642 

2018 0 745 0 0 12,881 0 13,626 

2019 0 639 0 0 11,314 0 11,953 

2020 0 227 0 0 3,936 0 4,163 

Total 0 4,719 0 1,074 131,344 0.82 136,063 
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Rate

(%)

Total

Ex Inspect Ex Inspect Ex Inspect Ex Inspect

2012 1 676 NA NA 0.15 632 6,159 NA NA 10.26 6,835

2013 0 885 NA NA 0 278 9,537 NA NA 2.91 10,422

2014 0 922 NA NA 0 66 10,361 NA NA 0.64 11,283

2015 0 822 NA NA 0 4 9,666 NA NA 0.04 10,488

2016 0 672 NA NA 0 0 8,928 NA NA 0 9,600

2017 0 563 NA NA 0 0 8,725 NA NA 0 9,288

2018 0 396 NA NA 0 0 6,754 NA NA 0 7,150

2019 0 289 0 4 0 0 5,884 0 0 0 6,177

2020 0 146 0 1,139 0 0 910 0 4 0 2,199

Total 1 5,371 0 1,143 0.02 980 66,924 0 4 1.46 73,442
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Fig.14．海産物（水産物[底層]）についてのサンプルの実態について
（A）流通品、非流通品、出荷予定あり、出荷予定なしの分類
（B）養殖と天然の検査数と基準値超検出率の経時的変化

(A)

(B) Year 養殖 養殖以外 Total

Ex Inspect Rate

(%)

Ex Inspect Rate

(%)

2012 0 7 0 633 6,828 9.27 6,835 
2013 0 0 0 278 10,422 2.67 10,422 
2014 0 1 0 66 11,282 0.59 11,283 
2015 0 0 0 4 10,488 0.04 10,488 
2016 0 0 0 0 9,600 0 9,600 
2017 0 1 0 0 9,287 0 9,288 
2018 0 1 0 0 7,149 0 7,150 
2019 0 1 0 0 6,176 0 6,177 
2020 0 0 0 0 2,199 0 2,199 
Total 0 11 0 981 73,431 1.34 73,442 
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2012 1 100 NA NA 1 220 2,312 NA NA 9.52 2,412

2013 0 92 NA NA 0 118 3,169 NA NA 3.72 3,261

2014 0 105 NA NA 0 53 2,868 NA NA 1.85 2,973

2015 0 63 NA NA 0 21 2,211 NA NA 0.95 2,274

2016 0 45 NA NA 0 10 1,963 NA NA 0.51 2,008

2017 0 41 NA NA 0 12 1,943 NA NA 0.62 1,984

2018 0 21 NA NA 0 5 1,892 NA NA 0.26 1,913

2019 0 11 0 0 0 4 1,981 0 0 0.2 1,992

2020 0 64 0 170 0 0 199 1 306 0.2 739

Total 1 542 0 170 0.14 443 18,538 1 306 2.36 19,556
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Fig.15．水産物(淡水)についてのサンプルの実態について
（A）流通品、非流通品、出荷予定あり、出荷予定なしの分類
（B）養殖と天然の検査数と基準値超検出率の経時的変化

(A)

(B)
Year 養殖 養殖以外 Total

Ex Inspect Rate

(%)

Ex Inspect Rate

(%)

2012 1 324 0.31 220 2,088 10.54 2,412 

2013 0 367 0 118 2,894 4.08 3,261 

2014 0 388 0 53 2,585 2.05 2,973 

2015 0 293 0 21 1,981 1.06 2,274 

2016 0 263 0 10 1,745 0.57 2,008 

2017 0 219 0 12 1,765 0.68 1,984 

2018 0 166 0 5 1,747 0.29 1,913 

2019 0 161 0 4 1,831 0.22 1,992 

2020 0 19 0 1 720 0.14 739 

Total 1 2,200 0.05 444 17,356 2.56 19,556 
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Fig.16.水産物のCs検出数と検出率・基準値超過率の比較 (海水vs淡水、天然vs養殖)

(A)検査数と基準値超過数の海水vs淡水、天然vs養殖の比較
(B)検査数とCs検出率と超過率でみた際の各項目の違い

検査数 不検出
件数

検出
件数

検出率(%) 基準値内
件数

基準値超
件数

基準値
超過率(%)

水産物(淡水、養殖以外) 17,356 8,407 8,949 51.56 16,912 444 2.56

水産物(海水、養殖以外) 131,478 111,316 20,162 15.33 130,404 1,074 0.82

水産物(淡水、養殖) 2,200 2,129 71 3.23 2,199 1 0.05

水産物(海水、養殖) 4,719 4,708 11 0.23 4,719 0 0

(A) (B)

理想
（継続的な試験の実施し、
出荷制限の解除を判断）

理想
（検査コストの削減）
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